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はじめに

文献資料や伝承でさえも残されていない、占い時代の

私たちの祖先が、どのような生活をしていたかを知るこ

との山来る武重な資料として、遺跡や貝塚などの埋蔵文

化財があります。私たちは、それらを発掘調査すること

によ って、昔の人々の暮らしの様子を解明する手がかり

を得ることが山来ます。

この報告JFは、名護十字路付近の国道58号線・県道116

号線の側機工τ灼こ伴い実施された、緊急発掘調査の結果

をまとめたものです。

工期jや周辺の状況から、調査区域が幅 1.5 mのトレン

チ掘りて'わずかな面献であったこと、また、すでにかな

りの撹乱を受けていたことなど111謹貝塚の全容を明確に

するには至っていません。 しかし、現在、表面踏告さえ

も充分に行なえない状況にあるなかで、今回行なわれた

調査のJJ.民呆は大きなものがあります。

今回の発掘調査およびこの報背Ji:を通して、.r111s.貝塚

さらに担1能文化財に対する関心と理解を得られれば幸い

です。

最後に、調査員、作業員の皆僚には、交通51の激しい

最悪の条件のなかでb大変頑怯って もらいました また、

工4関係者、商J苫街の皆様にもいろいろご協})をいただ

きました 記してお札を Itlしあげます。 

1985年 3 rJ 名.rJ江市教rt委H全

教育長比i{;太英
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1.本報骨占は、名護市教育委員会が北部国

道事務所の委託を受けて実施した国道58号

線側溝建設工事に伴う緊急発掘調査の報告

書である。� 

2.名必貝塚の県道部分については、開発部

局の管轄が追うため分冊され、沖縄県教育

委只会により報告される。� 

3.発掘調査に際し、沖縄県教育委員会の協

力を得た。� 

4.調査は、昭和59年10月� 1日-5日、� 10月� 

14日、� 10月24日の� 7日間に亘っ て行われ、

直接工事に係る区域を調査対象とした。� 

5.本占に使用した地図は、建設省国土地理

院作製のものを複製した。� 

6.出上した資料の国道分については名論博

物館に保管している。� 

7. 出上した貝額の同定は、水木晃氏� (水木

貝蹟コレク ション)にお世話になった。� 

8.石賀の同定については、沖縄県立教育セ

ンターの大域逸朗氏にお願いした。
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1.発掘調査に至るまでの経緯 

発掘の経過

rJ';藍市教育委員会では、昭和54年度から56年度

まで、開発計画のある地域を重点的に、市内遺跡

分布調査を行なった。その結果現� ι70余の追跡 ・

貝塚等の埋1議文化財が確認されている

その範囲や内容については、貝塚全体が既にアス 易

フアルト舗装や庖舗、住宅等で認われている状況

で、詳細は不明である。貝塚の保存状況は、コン

クリート挫庖舗、住宅の建築の際にかなり破壊さ

れたと，思われるが、なお木造挫や道路、空地等の

部分には、土地撹乱を免れ良好に保存さ札ている

可能性がある。

昭和59年 8月3日、名護貝塚と近接する名 I謹1- • 

字路近くの県道 116号線側溝工事現場から泣物包

含層が確認された。側溝工事は、?"，� i立ト字路で交

差する国道58号線と県道� 116号線を沖縄総合事務

局北部国道事務所と沖縄県上木建築部北部上水'J';.

務所ヵ、それぞれ事業主体となって行なっていたも

のである

翌日、沖縄県教育委員会と名政市教育委員会、� . 

北部土木 'J~務所の三者で現地調査を行な っ たとこ

ることか予恕されたため、その地域については文

化lH・保4法をJII}'i守し現状変更を行なわないよう、 ， 

1 ・



北部上水・J'~務所に対し要請した。

その後、� H塚保存のため、側構工事の}jH;、JYJHIJ等について北部七木下傍所と協議

を行なったか、IftIJ7品工事はそれに紘<~t:ξ迫のカラー舗装工事、アーケード設置工事等

との|則述があって，n-画変更は肉矧であ った そのため、緊急発掘調先をh~ 、\lcH保存

することとし、発掘調査費用の負4'11について間続を進めた� 

-}j、III巡回号線側構工事についても、 J".・j下地医内に貝塚の含まれる可能性があ っ

たため、� 8JJ 30 rIに北部国道事務所と.1'， II~ rli教if委H会が協議を行い、記鈷保存のた

めの緊急発iJ..tl調先を実施することとな った Jrm 'L~用をそして、発掘調査の範囲、� JtJ . 

IりJWにするため� 8月29日に県道部分、� 9JJ ，1Hに国道部分の試掘調査を行なった。� 

9}J2611、;中縄県教育委員会文化謀、.1'，1If!. 手務所、北部土j，'会、北部国道U教行委rli

木下務所の問者で協議を行った結来、� l司辺!日肘品工・143日分の発掘調査については、名護� 

rlï教if委H会が北部国道事務所の委託を受けて実地すること、県道側 ì.'fi工.;J'~苦IS分の発 

i~l ，J:'lff.については、県教育委員会文化ぷか北部仁木事務所の

委.iLを受け:A地することになった。

発J~Ìi問先 l士 、[1i1道部分が10月 1 日にお下され、凋在佐用の

対応がj盛れていた県道部分は10 J18日にli T'された。� 

発 掘 終 �  f 
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2.名護貝塚の位置と環境

名護市は、沖縄本島北部の東シナ海につき出た本部半島の基部に位置し、北は大宜� 

l沫村と東村、南は宜野座村と恩納村、北西は本部町と今帰仁村の� 6町村に隣接し、東

に太平洋、西に名護湾と、そして風光明掲な羽地内海に面する。面積は� 210.73km'て¥

そのうち� 6割を山林が占める。市の中央部を南北に速なる多野岳 ・名護岳 ・久宏、岳の

国頭山地、北西部に嘉津宇昔・八重岳の本部山地がある。平野部は、両山地に侠まれ

た羽地ターブックァと名護市街地が主なものである。また、羽地大川 ・屋部川 ・汀間

川 ・久志、大川など大小20数本の河JlIが市域を流れ海に注ぎこんでいる。

名護市は、� 1970年� 8月に名護町 ・屋部村 ・屋我地村 ・羽地村 ・久志村の� 5町村が合

併して出来た県下� 9番目の市で、以前から名護港を中心とした海上交通、国頭街道を

中心とした陸上交通の要地として発達し、現在では、名護湾の埋め立て及び国道58号

線、国道449号線、沖縄自動車道等の交通網が整備され、北部の中核都市として目ざ

ましい発展をしている。

島子
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磁veJV
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東シナ海

グ 奄美大島� 

4 ず沖糊
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西表島� ' 宮古島� __. 

石垣島

図ー� 1 名護市の位置� 
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図ー 2 現在確認できる名護貝塚の分布範囲

名護貝塚は、名護市名護大兼久原の海岸砂丘地にあり、現在では国道58号線と県道 

116号線の交差する名護十字路一帯の市街地に立地し、埋め立て以前の海岸線から北

東へ約 300m、標高約 3mの所にある。周辺にはナングシク ・溝原貝塚 ・アノマヌク貝

塚等の先史 ・原史時代の遺跡、が10ヶ所程分布しており、名護湾をひかえたこの一帯が

当時好適な生活環境であ ったことが窺える。現在では市街化の進行が著しく、当時の

海岸線や砂丘の状況を示す地形が消滅しつつある。本貝塚は沖縄県塚時代後期の貝塚

であることは以前から知られていた。これまでの諸開発等によってほとんど壊滅状態

と恩われていたが、今回の調査によって、僅かではあるが未撹乱の遺物包含層を確認

することが出来た。 
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3.調査結果の詳細� 

(1) 発掘調査の範囲と方法

発iJ:IÎ ，~~j 1を区のトレンチ総延長96m 調先JVI ItII7日間の� 11れ'で行なわれた。

側t泌品工

に1.5m幅のトレンチを� Edi占2定した

側7~Yi工'p.の現場氏任者と協議を垂ねた上、発掘調査範rm を明確にし、工・J';工佐や進

行状況も考慮しなから調査を実地した。

トレンチ設定、地区名は図� 5に示すとうりてある 国道に係る� A、B、E、F)

地区は才'I"~市教育委n会が、県道に係る ( c、D)地区は沖縄県教育委μ会がそれぞれ

調査主体となり、作業は協同して行なわれた

名必十字路及びその付近はrlU<<:市における交通;立のltiも多いところであり、しかも

発掘品W1t範囲の直前まですでに工・J~は進み、調査範囲、通行路の設置、よの処理等、

市街地であるための制約が多L、中で調査はi止められた。� 

-地区設定� 

A地区� ;:~ Jてツーリスト� rlijから上江洲商I占前に至る約74mの区IH 1，� 

B地区 波1・l楽器庖前の約� 7mの区!日1. 

E地区 スイス'な I~jの約 7m の区間

F地区 山古商問所iの約 8mの区問。

以上が今回の発掘調封筒所であるか、� AJ也[，(、 B地区か、� 10月1日-5日、 E.t也Iベ

図� 3 W-W'・E-E'断面図� 
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が10月14日、� F地区が10月24日に実施された。

名越十字路商l市街振興組合のアーケード建設と、国道58号線の直接工事に係る区間

を発掘対象とした。なお、図ー� 5に示したように、国道が十字路の曲線区間まで含む

ため、変則的なトレンチ設定となった。グリ ッドは� 2m単位(幅1.5m)で区切り、北側

から� l、2、3、・・・・・・ とナンバーを付した。4トレンチともほとんどが地山まで撹乱

を受けており、健かに、� A-35-37とEトレ ンチで運良〈破壊をまぬかれた造物包含

層がイ確認出来た。

N'--

7..‘'・、， ，・-"..，1"

不明� {革調査} 

図-4

、以

国� 

o 10 20 40M 
・圃圃・・』圃園田園戸

図-5 トレンチ設定図� 
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2

E、F地区の設定は、先に名4市教育委員会の試掘調先により県道部分で遺物包含

層が確認できたので、名必十字路の国道、県道の交差部にあたる曲線区間の発術調査

を実地し、名品貝塚の広がりを明らかにしていくためである。 

()層序について

名護貝塚の立地する砂丘地形について、発指調査期間中に多くの市民から情報が寄

せられ、 「戦後、米軍による大規模な採砂と道路建設等で当時の地形は大きく変えら

れた」ということである。 

A地区の 10番グリ ッドから 33番グリッドまでの44mの区間はま った〈造物包含層が

確認できず、道路路盤下は名護貝塚の基盤をなす白砂層が観察された。

国道工事と並行して 16-21番グリ ッドの隣接地において木造家屋の取壊しがあり 、

さっそく地主に調査への協力を求め地層の観察を行ったところ、ほぽ道路下層路盤面

と同レベルで遺物包含層が確認された。これらの調査と聞き取り調査より、 10-33番

グリ ッドの区間における国道部分の遺物包含層は道路建設の際に消滅したことが予想

された。

地主と調整し了解を得た後、県文化課と合同で道路側との関連調査で発掘調査を実

施した。それにより、宅地側の層序から砂層の堆棋の様子がわかり 、図ー 3、 4に示

すような結果が得られた。 

10-33番グリ ッドの区間に砂丘の起伏があり、包含層ごと運び去られ、保砂が行な

われていたことが裏づけられた。

以下で、宅地側め地層の観察も検討に入れ、国道部分の層序の様子を述べる。

(イ) 1層

第 I層は、道路工による層で Iaがアスフアルト、 Ibが切込砕石等である。

(ロ) II層

第 H層は、灰褐色砂層 (IIa)、 時褐色砂層 (IIb)よりなる層で、土器 ・貝殻などを

含む層であるが撹乱を受けており、多くは陶磁器 ・プラスチック ・ガラス片等、近世

~現代遺物を含む。道路工事のたびごとに掘り返された層である。

い) 皿層 
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・・. .・� 

第凹層は、黒褐色砂層� (皿b)、黄褐色砂層(皿c)よりなる層で、土器 ・員殻などを

多く含む造物包含層である。

皿b層は、員塚時代の層であるが、転圧を受けたように堅〈引き締められている。部

分的に撹乱を受けているものの、今回調査区において最も明瞭な形で標準層序を示す

ものとして確認できた層である。� 

fIJc層は、下層の白砂層にかけて漸次色調が簿くなり、地山への移行層として捉えた。

土器 ・貝殻の出土頻度は、� IIIb、llIc層とも差異は認められない。� 

(ニ)� N層

. 
盤高82cmのレベル

:;...レ ・・，..町

に達すると地下水

が浸透し水が溜る。� 

，;..，.... ..‘

ヲE
 
8)>Loo:""'''・E・� 

Eトレ:..，.....
 、.・..温. ...

'"~s.:与二一一. ー� 

t ."念 、、 I~

、、� 7・"._、-

・且・

lト6・
刷

第W層は、白砂

よりなる自然、層で

ある。粒子が細か

く良質の砂で、基

盤をなす。この白

砂を掘り進み、地

."&，.，1--筒..� 

~ヲデ，

"，_ ~グ L 'ØO.，予、....._� / ・--r t.t・...-，.� 'ーF ・‘..:，..

図-6 層序断面図� 
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) 遺構

発掘区域がほとんど撹乱を受けている状況下、1.5m幅の トレンチを設定しての発招

調査であ ったか、同道部分についてのiti椛の検出は、調"ff.カ、はじまると� 4トレンチと

も地山までf貨市しされていることが子氾!され、期待のもてない状況であった

また、いくぶん迫他面の残っている可能性のある歩道側の調査には限界があり、明

瞭な形での追怖の検出はできなかった� 

A地区の 1番、� 4番グリ ッドにおいて落ち込穴とみられるのが3箇所検出された(図� 

-7 '0員塚時代の生活面であったと忠われる地盤面に、近代の遺構てある石紛の排水

地や水道管が埋設され、写真にみるようにほとんど

が破壊されており、排水構や水道官の児設されてな� 

や屯地において遺品面か検出される可1)い道路中央官

能性が高い。� 

(3

遺構磁壊状況

落ち込み穴� 

。【� 

.・l~ 

u-z崎、� 

""¥1C ;1 EL-2' 2!61・H

w 

E-以J.....E 

/ 

. ¥..r
Bュー〉f

~ 

-(羽E -ーー --ーーー� 

B- 刈)-~ヘ 

合主o A-(: 0ト� A 

-t 

2 1 I 
7I 6 

1¥(，岨

図� 7 遺構実測図� 
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(4)遺物�  

名護貝塚出土遺物集計表� 住)~
< A地区〉

M 

l.i:巳 
~~ 陶� 2:; 飽� 2:; 11" 

11 

<E地区〉� 

2 

<F地区〉� 

1 : 包

表一� 1 出土遺物集計表

出土する造物には、上器 ・陶磁器 ・石持などの人工迫物とともに多くの貝煩の出土

をみた(表ー� 1参JRO。今回、発帰調査を行なった地区は、ほとんど撹乱層であり、国

道と県道の交差する ト字路の曲線部における A地区と E地区でまとま って上持や貝類

が出土した。� A地区について、各グリ ッドごとに集計したのをみると� (各クリ ッド別

の集計表は省略)、」二掠・貝類の出土は第ruJ冒の残る36番 ・� 37番グリ ッドに集中する� 

(E 地区についても県道につながる地点において包含府が確認され土器、貝戚の出土

をみた。)国道分の出物の出土状況は、大、ドが撹乱層という状況であり、人工� iti物の出

土がきわめて少なく、上器片も小片ばかりである。� 

nu 



(イ) 土器

・有文土器

有文土器についてみると、出土例はわずか 5点である。 3は沈線を横位に施し約 2 

mm幅のへラ拙きによるものであるが、施文部がかすかに残っている。 8、14、15は、

縦位に凸帯を貼付けたものであるが、他の後期遺跡 (久志貝塚、フェンサ下層 )で出

土している府部から口唇部にむけて凸帝を延ばす土器にも頬似するが、いずれも口繰

上端-が欠失しているため文様構成や口唇の形状はつかめない。 

12の土器は有孔土器の破片と思われる。破損していてどのよ うにして穿たれたかは

明瞭でないが、主に外面から穿ち、最後の細い調整を内面から施したようである。

・ 無文土器

無文土器については、器面に粘土をおさえた指の跡や、刷芭目、へラなでによる調

整痕が認められる。 5の内器面のなで跡はへラ幅がわかる。その他、胴部破片に削り

や磨きによると思われる光沢のあるものや、粘土紐の境目といった土器製作上の工程

を残すものもみられる。

口唇部の形態は、丸〈整えてあるもの、平たくなるもの、尖るものなどがある。


土器は全体的に焼きがしまり堅い。


・ 底部

底部は34点得られた。小破片で形態分類をするには難点もあるが、多くは底面から

の立ち上がり部の底面の一部と、〈ぴれる箇所の残存する破片で、〈ぴれ平底に分類

される。

その他の形態の判然としない小破片については、集計表中 ( )書で別個に不明とし

て個数とグラム数を明記した。

底面が残り底径のわかるものは、 3の土器 l個のみで、 3.7cmを測る。微小破片が多

いため底径については不明だが、推計したものをみると、 3cm-7cm程の底径を測るも

のと恩われる。器内外面とも操でにより平滑化しているものが多い。胎土は赤褐色で、

石英粒 ・石灰岩片等を浪人する。焼きは良い。 

-11ー
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(ロ)石器 

l点のみの出土である(図-10)。

右側辺を破損しており 、表面と左

側辺に使用痕がみられ、裏面は自然

面を残す。使用の状況から砥石と思

われるが、 撹乱層からの出土であり、

後世遺物の可能性もある。

石質は石英斑岩で、これらの材料

は現在でも名護市内において産出す

る。 ロー怨轟
凹・揖直
国側・・
口砥・・

¥ 

図-10 石器実測図

付貝類�  

当員塚から出土した自然遺物は貝類がほとんどで、� 36科77種、総個体数は約、� 3，700

個体である。大半が撹乱の状況で、人工遺物の出土がきわめて少ないのに比べ、多く

の貝類の出土を見た。名護湾を目前にして活発な生業活動がこの海岸砂丘地を拠点に

展開されたものと想定される。

出土状況をみると、海産買がほとんどで、なかでも総個体数の約半数以上は砂喋性・

砂泥性のマガキ貝である。

陸産貝 ・淡水産貝も検出されるが、撹乱を受けているため、層序別の統計処理は難

点が多い。また、小範囲の発掘調査資料であるが、この出土泣から推して、当時の員

塚人の食料採取はかなりの部分海に依存していたと考えられる。

分類は、陸産 ・淡水 ・汽水産 ・海産をそれぞれ科別にまとめ、棲息地を記号で示し

た。� 

-14-



F3当
 
A 陸 産

やまたにし科 オキナワヤマタニシ� 

おなじまいまい オナ ジ マイマイ�  

B淡水 ・汽水産

フ み な

あ ま お ぶ ね

とうカfたかわにな

しじみがい

C 

にしき うず

りゅうてん

あまおぶね

たけのこかにもり

フ み な

おにのつのがい

すいしょうがい

キパウミニナ�  

ン マ カ ノ コ� 

ド ン グ リ カ ノ コ �  

タケノコカワニナ� 

シ レナシ ジミ�  

海 産

サラサパティ�  

ギンタカハマ�  

クロサンショウガイモドキ� 

カ ン ギ ク� 

チョウセンサザエ�  

ア マ オ プ ヰL 

オオシマカニモリ� 

マドモチウミニナ�  

オニノツノガイ�  

ク モ ヵ- イ� 

ネ ン マ ガ キ� 

マ すf キ ガ イ� 

オハグロガイ�  

ス イ ン� jj イ� 

た ま が� 1.' フタスジタマガイ� 

クリイロリスカ.イ� 

たからがい ハナマルユキ�  

コモンダカラ�  

ヒメホシダカラ�  

表-2-1 貝類集計表� 

A B 

日 皿
ぷロ〉、

計

一
日
一

37 24 61 

9 9 

94 47 141 8 

l l 

1 1 

12 4 16 

119 41 160 3 

81 7 4 

l l 

3 3 

5 

1 

4 l 

1 

4 2 6 

4 4 2 

19 8 27 10 

6 I 7 

658 178 836 137 

3 3 

2 2 

1 

3 2 5 

5 5 1 

1 

1 

- 15-

E F 総� 

目| 合計日� 
トーー� 

E 
lロh 

Jt 2 
ト一一一 ト一一ー 一� 

61 

9 

156 164 320 469 c 

b 

l 2 b 

2 6 8 24 a 

27 27 54 6 223 c 

1 l 5 18 g 

l g 

b 

l 1 2 5 b 

1 l g 

1 l 6 b 

b 

6 a 

1 2 3 5 14 e 

2 12 14 9 60 d 

3 6 9 16 d 

351 539 890 105 1，蜘� a 

3 d 

2 2 7 11 e 

l d 

2 2 7 d 

6 b 

2 b 

l b 



訴で子当� 
A B E F 総 陸� 

l長L 
トーーー

，Za十h 

ト一一� 1ロ』 ，息
日 田� E H 凹� E 計 地

トー一ー トーーー一 ド一一一 トーー

りゅ うてん コシダカサザエ�  2 3 3 b 

ふじつがい ク ク ボ フ� l 1 l g 

あく きがい センジュガイ�  2 2 1 l 2 4 g 

おに こ ぶし コオニコブシ�  l 1 1 l 2 b 

オ ー コ プ ン� 2 2一 g 

いとまきぼら チ ト セ ポ フ� 1 2 3 3 1 1 7 4 g 

イ トマキポラ�  9 9 19 e 

まく らがい ジュドウマクラ�  1 l 1 1 

サ ツ マ ピ ナ� l 1 d 

L、も が� L、ナンヨウクロミナシ� l 1 2 2 3 d 

アカシマミナシ�  l 1 1 1 2 d 

イボシマイモ�  3 3 6 l 1 2 3 10 e 

コ モ ノ イ モ� 1 1 d 

サヤガタイ モ� l b 

アンボンクロザメ� 20 21 9 9 13 13 5 57 d 

ヤナギシボリイモ� l 1 1 e 

たけのこがい タケノコガイ�  1 l 

おりいれようばい オリイレヨウパイ� 3 1 4 1 l 5 d 

フ み ぎ くウ 、、、 ギ ク� 20 3 23 3 1 1 8 35 e 

ヤスリメンガイ�  18 2 20 6 1 1 9 36 e 

いた�  ll'がき オハグロガキ�  l I 1 b 

イ ワ すf キ� 2 2 2 b 

ノコギリガキ�  6 6 12 12 b 

マ すf キ� 18 16 34 l 35 b 

かぶらつきがい カブラツキガイ�  3 1 4 4 d 

ウラキツキガイ�  5 5 5 d 

ふ ね が� p リュウキュウサルボウ� 57 15 72 31 18 24 42 35 180 d 

ざ る が� p カ ワ フ ガ イ� 23 3 26 2 4 4 11 43 d 

リュウキュウザルガイ� 30 2 32 1 l 2 5 

I :~ Iに っ こうがい リュウキュウシラトリ� 12 6 18 

表-2-2 員類集計表� 

-16-



?で子当
し ゃ こカf い ン フ ナ 、、、

ヒ メ ン ヤ コ

ヒ レ ン ヤ コ

まるすだれがい ヌ ノ メ すf イ

オイノカガ ミ

アラスジケマ ンガイ

ダテオキ シ ジ ミ

チョウセ ンハマグリ

スダレハマグリ

ヤ エヤマスダレ

マルオミ ナ エ シ� 

iま か が� p ベ ニ ハ マグリ

リュウキュウバカガイ

ア ソ すf イ

ふじ のは ながい リュウキュウナミノコガイ

りゅうき ゅうますお マ ス オ すf イ

リュウキュウマスオ

う ぐ いす がい ク ロチョ ウガイ

き く ざるがい カネ ツケ ザル

たま きがい ソ メワケ グ リ

ちどりますおがい イ ソハ マ グリ

A 

日 田� 

14 3 

14 2 

11 4 

3 

3 2 

28 3 

5 

l 

4 

1 

2 

6 

1 

l l 

2 

6 

1 

6 

3 7 

B E F 総 十妻� 

.g. In 日 田� .g. 日
ムロ ，息� 

3十� 3十 計 地
ト一一ー 一 ト一一 ト一一� 

17 4 4 9 13 15 49 e 

16 5 l 7 8 l 30 e 

15 2 2 2 7 26 g 

3 1 2 3 7 

5 3 1 4 1 11 

31 2 20 39 59 92 a 

5 5 a 

1 l 

4 4 a 

l l d 

1 1 d 

2 2 d 

6 l 2 3 1 10 d 

1 1 d 

2 2 

2 2 

6 l 1 7 d 

l l g 

l e 

6 2 2 8 d 

10 2 2 12 d 

表� 2-3 員類集計表 


棲息地の記号 
  

A.陸 産 �  

オキナワヤマタニ シ，オナ ジマイマイ� 

B.淡水 ・汽水産� 

a.河口泥底� 

b.河口岩場�  

C.マ ングロープ泥底�  

C.海産

a.潮間帯 砂 ・砂泥地� 

b.潮間帯 岩礁・ 岩礁地� 

C.潮間帯� 

d.潮間帯下砂 ・砂泥地� 

e.潮間帯下岩礁 ・岩礁

f.潮間帯下(リーフ外)砂地� 

g.潮間帯下(リーフ外)岩礁

- 17ー� 



4.近世・近代の遺物

道路のため最も掘り返される頻度が高〈、 ~11l.設物の多い側端部のため、貝塚時代の

府を壊す形で排水地が作られ、日用雑器の陶磁器類が数多く得られた。壷屋陶器の染 


付大胆や、水褒 (波状帯文)、アンダガーミ、作炉、花生、碗等が出土した


占我知焼とみられる碗、アンダガーミなどもみられる。その他、キセルの吸口が 1


点と、現在でも使われている日用雑器の陶磁器類の破片が数多く出土した。


一一一
一ー


図版ー 1 陶 器 

-18 -
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一一一一一

ーー----・図版 2 陶磁器  

n
wd
 



5.調査の成果と課題

今同の調.ff. 1立、すでに述べたように、 111道58号綜の If!lJ t札lンJ~に係る円急発射調丘と

して実地されたものである。

調l'tは、人の.iUlリも交通JitもjgiしいlIi街r11心地での調*-であるため、，河11:期間j、区

ほと手i制約があった。そのため、遺跡純IHI JHtiIIJの全1M調子tには、 J';l に係る工" I' [.，i関係呂、

先制調査関係� t Y.hとも大きなn.mを1・".っ た。

名品貝塚は、名占i巧に面した海中砂丘地に形成された沖縄貝塚時代後期iの只塚遺跡

である。古くから知lられていた遺跡てあるが、今回が初めての発掘調先であ� 1)、国道

部分はすでに破.rJ~ された状況で11\ :l:逃物も全体的にみれば之しいのであるが、特徴的

なものをあげて検li1していきたい� 

1:持形態については、①静子て焼成カ、良い、②無文化カ、進んでいる、③底fflSの形態

はくひれ平庇が主体である、 4)器 l合í~j i;，~については A~IJ -[; Uや指頭圧政、へラ、指なで

あるいは磨きといった千法がみられる� 

n然遺物については、今回発iklI問所か撹活しを受けているということで、活午後世泣

物が混じっていると々えられるが、人工泣物の出土ほから見れば、大Jtlといえる貝類

の出土をみた� )!lJ;!iでも、陸産 ・淡水産 ・海産ともに11¥-1こするが、海産Hが品的に多

〈、当時の只塚人たちの食料採取の傾向を示し、貝JJHIIi食が定着していたと忠われる

部分における人て造物があまりにも少なく、1Jjfl|五 11." 住H塚のl時期]的な検討は、県道

からの出土品もあわせて論ぜられなければならないか、これまで"の衣抹資料、� ja跡、の

也地などから制年上の位置づけは、� ;111純只塚時代後JYJの後、ド� 1約、� 1.000年'IIj頃パこ属

するものとみられる

次に名誕貝塚の広かりについてみると、今回調1i反域の同jn.県道分にあわせてま

たまだ広がることがlリiらかになった 今岡の調査て砂肘のJ制点の様チをほぼつかむこ

とカ、でき、道路rJ1:!).と行ISや宅地にia物包含府が残っているJ1J能性のあることが6すかめら

れた。

図-3、4に示したように、定地や、道路等の造物包含I也を明確にする作業が急がれ

る また、1".必卜字路のE地区において、ヒンフンカジマルに向かつて造物包含層が

検出された。ヒンフンガジマルの北側においては、アノtヌク貝塚(後JV11として造物

の採集される場所があるが、これらむ含めて名4只塚の全体的な広がりをつかむのは� 

20-



~ 

A 

JI 

o 100 200
--

図-11 周辺の遺跡 

-21-



これからの弔要な作業である

ず'l!.貝塚の今[111の;湖 1t りI~ 泊・と 11日発古I~JIIJ の竹:帖の相違で、 liê) jI， は、IEI j江 ・ 庄はず111在rli教

行委u会、県illは沖縄県教育委H会がそれぞれ分1Ilして調査報告するという変則的な 

Jf~で報告1!?か 111 る辺びとなった。 ia跡、は行政の許申書で分断されるものではなく、今後

は刈 )j ともイf封1J7~: )j策を At-える必要がある

以上、今凶の訓点によって rll'~ 1t坂は、沖縄HほuS代後JUI後半の時JtJIに'I=.tl!iが〈リ

ひろげられた場所だということがlりjらかにされた。 

ili街地ということでその分布純附む知られてなかったが、今回の調官で道路路盤下

や宅地においてiii物包含層が残っていることが知らJ."L，全地と思われていたれ誕 iJ尿

の立地する砂丘の.tu;仰の様子がつかめたJ14は、 lつの成果である 

iS跡は、-)支敵地されたら二度と元に民すことはできず、今固め悶道部分のように 

ili陥出まで撹乱を受けた状態ではi澗先の成果はあがらず、せいぜい造物保出作業に終

ってしまう 今 Irllの発l~ll~域は fRlJ 7IYd:，:J~m所に係る部分のトレンチ発射ということも

あって、名必貝塚の全貌を解明するにはほど述いか、しかし、貝塚のjよかりをつかむ

大きな下がかリは仰ることができた

今i凶の名必貝塚の発l~l諦j売実地に勺つては現場に出品しを引き起こ し、行政当 Jo}に批

判が集中 した。これを教訓に、周辺に ili跡が確認されている場合は、 :J~fIIjに|・分協議

を行ない、計両策定に吋るよう関係当局に望みたい。

今後、都市けl耐の苅・J '~業を進めるなかで、地中に.t'R もれたホ; II~貝塚俳が{政明される

};

ことのないよう 、文化財保4当J.，}と・卜分な|品E議 i潤悦が必要であり 、采軟な対応か要 

之される

kv
発
掘
現
場
で
山
上
品
を 
収
不

M

マ調査終 f後の名波只塚 
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図版� 3 土器ロ縁・有文� 
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-・・・・ -圃・・園田園 ・・・・・田園・一一一

圃圃園園田・圃園田園

図版ー 4 土器 (底部 )・石器 
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!.>l m-_.・.園田園
図版� -5 貝製品 (穿孔貝) 

b 

A!也[K 

E! l!![)( 

図版� 6 各地区の状況� 
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おわりに

名護貝塚の発掘現場は市街地のr心部であるため、発畑作業員の方々には、工事 ・ll

一般車両それに人通りの多いなか発掃作業に携わっていただきました

また、調査期間rは、商庖街振興組令、通り会の万々からお茶、菓子煩の差入れがll

そのつど届けられ、調査団一同感謝の念でいっぱいです。

工事施行業省の阿波出組からは、保安対策や調査へも，'(極的な御協力が得られました。

当初、工事の遅れで調査団へもきびしい批判が向けられていましたが、作業が進む

につれ、多くの市民、通り会の万々からも埋蔵文化財へ関心と理解が得られたことは

なによりの再びです

故後:に、事故もなく発掘作業を進めることができましたことを調査にかかわってい

ただいた多くの万々に!昔、謝申し仁げます。

調査員

・大城 剛 U~I純県教育委員会文化諜 )

・山悩善弘 (名護市教育委員会) 

.?度只知 伸 (名護市教育委員会)

事務局

・比茄良則�  

rll村 誠 司

稲骨i 進

発掘作業員

金城トシ 金 城 フ

大城スエ 新城 シズ

イ7川 :R・チ イ7川 シ ズ

屋苦I~ 政チ 石川さみ子

松本ヨシ 比 i1~ 良リ) 

伊良j皮行司11 ilt i皮市充誠� 

~(;， I派凹シゲ

-印は本文執筆及び図版作成� 
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昭和 4年頃の名護(作成� :束・江小学校PTA) 
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